
1/3

doi.org/10.11336/jjcrs.12.1� Jpn J Compr Rehabil Sci Vol 12, 2021

Hiraoka T. Interpretations and applications of the term, 
“higher brain dysfunction.” Jpn J Compr Rehabil Sci 2021; 
12: 1‐3.

Introduction

　「高次脳機能」および「高次脳機能障害」といった
用語は，リハビリテーション医療関連職種にあっては
日常よく耳にする用語であり，どのような機能 / 障害
を指すのか，明確に定義できずとも漠然とはイメージ
できるのではないだろうか．しかし，精神医学 / 神経
学 / 生理学などの領域においては，高次大脳機能や高
次脳機能あるいはそれに類似する用語は用いられてい
ても高次脳機能障害という用語はほとんど用いられて
いない［1］．たとえば同じような病態の患者を診て
も，精神科 / 神経科領域においては，International 
Classifications�of�Diseases�（ICD）-10 を基にした「器質
性 精 神 障 害」（Organic, including symptomatic, mental 
disorders）またはDiagnostic�and�Statistical�Manual�of�
Mental�Disorders,�Fifth�Edition�（DSM-5）を基にした「神
経認知障害群」（neurocognitive disorders）と表現され
る場合が多いと思われる．専門領域の違いによって，
高次脳機能障害という用語の使用頻度の差が生じる原
因については，上記のような ICD-10 や DSM-5 への
馴染みの差以外に，リハビリテーション医学 / 医療分
野においては，International�Classification�of�Impairments,�
Disabilities�and�Handicaps�（ICIDH）の理念に基づく「障
害」という用語に馴染みが深かった点があげられるの
ではないだろうか．そういった背景から，生理学用語
として従前から用いられている「高次脳機能」という
用語に，そのまま馴染みのある「障害」という用語を
足して「高次脳機能障害」という用語が誕生したとさ
れている［1］．ゆえにリハビリテーション医学 / 医療
分野で働くわれわれは，この用語に抵抗がなく，高次
脳機能障害という用語が頻用されるに至ったと考えら
れる．また平成 13年から厚生労働省によって実施さ

れた「高次脳機能障害支援モデル事業」を通じて，高
次脳機能障害といった用語の使用が拡散したという背
景もある．この時期と軌を一にして医学中央雑誌で検
索可能な論文タイトルに高次脳機能障害という用語が
頻用されるようになっているという事実がこれを示し
ている［1］．
　本邦における高次脳機能障害といった用語の成り立
ちから広く使用されるに至った経緯は，かくのごとく
であるが，そもそも「高次脳機能障害」とは，どういっ
た状態を指すのだろうか．実際の臨床現場においては，
「高次脳機能障害」という用語は，さまざまな用いら
れ方をしているのは周知のごとくである．つまり前後
の文脈を理解して注意深くその指し示す意味を考慮し
なければならない実に曖昧な用語であり，情報発信者
と情報受診者の間でコミュニケーションギャップを生
じやすい用語である［2］．このように「高次脳機能
障害」については，用語としても概念としても混沌と
した状態であるため，本稿では，この難解な用語につ
いて掘り下げて考え整理してみたい．

高次脳機能とは？

　はじめに「高次脳機能」という用語についてみてみ
たい．大脳には投射野と連合野がある．投射野とは大
脳と大脳以外を結ぶ部位で，一次野とも呼ばれ，一次
感覚野 / 一次運動野にあたる．一方，連合野は大脳内
での神経連絡が行われる部位で，二次野とも呼ばれ情
報の処理に関わる．高次脳機能とは，後者すなわち大
脳皮質連合野を使用する脳機能であり，おおむね「高
度・複雑・抽象的処理を必要とする脳機能」と定義で
きる．
　つまり，この定義に従うと，高次脳機能とは一次運
動野 / 一次感覚野の機能以外のすべて，すなわち言語
機能・記憶機能・注意機能・認知機能・思考機能・行
為機能などヒトが社会生活を営む上で必須の機能を幅
広く含む非常に広い機能をさす用語と解釈できる［3］．
　Kashima ［4］は，高次脳機能における〝高次〞機能
とは要素的機能に対するもので，“意味に関わる”機
能と表現しており，噛み砕いて「発声や構音は意味に
関わらない機能であるが，言葉を発すること（高次脳
機能）は意味に関係している」，「運動は意味に関わら
ないが，パントマイムや手指で道具を使うこと（高次
脳機能）は意味に関わる機能である」などの例を述べ
わかりやすく述べている．
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高次脳機能障害とは？

　つぎに「高次脳機能障害」という用語についてみて
みたい．冒頭に述べたように，高次脳機能障害という
用語は，さまざまな場面でさまざまな用いられ方をし
ているが，大きくは 2つの意味として整理される．
まず先の「高次脳機能」の定義に従うと，高次脳機能
障害は「高度・複雑・抽象的処理を必要とする幅広い
脳機能の障害」であり，「意味に関わる脳機能の障害」
であるといえる．この場合の高次脳機能障害（以下，
臨床的高次脳機能障害）の指し示す概念についてもう
少し詳しく掘り下げて考えてみたい．臨床的高次脳機
能障害については，高次脳機能障害をもっとも広く解
釈した用語であるといえ，「もっぱら失語・失行・失
認のみを意味していた初期の時代から，しだいに対象
範囲を拡大して，記憶・注意・意欲の障害，動作の持
続の障害にもひろがり，さらに高次脳機能の部分的・
要素的障害にとどまらず，痴呆（現在の認知症）・意
識障害などの脳機能の全般的な障害をも含めて考える
ようになった」［5］という定義がまさにこれに該当
する．つまり臨床的高次脳機能障害には，極軽症の注
意障害から重度の認知症まで広く包含されるというこ

とになる［6］．臨床現場において，患者の全体像と
しての軽症 / 重症は問わず，少なくとも高次脳機能に
何らかの問題がある場合などに用いられる高次脳機能
障害という表現は，上記の上田の定義に準じた臨床的
表現であるといえる．
　一方，平成13年から開始された厚生労働省の高次脳
機能障害支援モデル事業において使用された日本独自
の診断用語・行政用語としての高次脳機能障害（以下，
行政診断的高次脳機能障害）が，2つ目の高次脳機能
障害という用語の用いられ方である［7］（表1）．行政
診断的高次脳機能障害には明確な診断基準がある．診
断基準を要約すると「原因が確認できる器質性病変に
よる記憶障害，注意障害，遂行機能障害，社会的行動
障害などの認知障害を主たる要因として，日常生活及び
社会生活への適応に困難を有する状態」となる．つまり
Alzheimer 病や精神遅滞（mental retardation）（ICD-10
上 の 表 記．ICD-11で は 知 的 発 達 症（disorders of 
intellectual development）に変更の見込み．）等のように
臨床的高次脳機能障害でありながら，診断基準に非該
当であるため行政診断的高次脳機能障害ではないとい
うことがありえるわけである．
　このように「高次脳機能障害」という用語は，おお

表1．高次脳機能障害診断基準（厚生労働省）
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むね臨床的（脳機能的用語としての側面）/ 行政診断的
（行政的観点から操作的に定義された用語としての側
面）の 2つの側面を有する用語である点が，その理
解を複雑にしている要因であると考えられる．

高次脳機能障害の英語表現

　最後に「高次脳機能障害」の英語表記について述べ
たいと思う．本用語については，論文執筆の際には頭
を悩ませる方も多いと思われる．前記のとおり，臨床
的 / 行政診断的ともに高次脳機能障害という用語は，
いずれも日本のリハビリテーション医学 / 医療から使
用が拡大した用語といっても過言ではないため，元に
なる英語表記は存在しない．MEDLINEでの検索にお
いても，高次脳機能障害の直訳である “higher brain 
disorder”，“higher brain dysfunction”，“higher brain 
disturbance” といった用語はほとんど使用されておら
ず，日本語の「臨床的高次脳機能障害」の病態を表す
英 語 は “cognitive dysfunction” も し く は “cognitive 
disturbance” とされるのが一般的である．「行政診断的
高次脳機能障害」は操作的に定義された用語であるた
め，基本的に数単語レベルでの term / phrase のみでは
表現できず，必ず注釈をつける必要がある．一例とし
ての表現を以下に示す．（例） As a diagnostic term used 
uniquely by the government of Japan, “higher brain 
dysfunction”� is�defined�by�the�Ministry�of�Health,�Labor,�
and Welfare as “having�limited�ADL�and�social�activities�
due to cognitive impairment resulting from organic 
pathology in the brain”（「（行政診断的）高次脳機能障害」
とは日本独自の診断用語として，厚生労働省によって
「脳の器質的病態による認知機能障害によって ADL
や社会生活に制約があるもの」と定義されている．）

結語

　本稿では高次脳機能障害という用語について解説し
た．近年，医療 / 福祉現場のみならずメディアでも高

次脳機能障害という用語が散見されるようになった
が，それと同時に現状では用語が一人歩きをはじめて
しまった感が否めない．臨床的高次脳機能障害者 / 行
政診断的高次脳機能障害者の双方における適切な支援
のためにも，用語は正確に用いる必要があると感じて
いる．本稿が読者の診療や論文執筆の一助になればと
願いつつ稿を終えたい．
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